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Abstract
The article will try to considering based on the survey. what the student has consider
for the journalism activity that news media such as the newspapers and the televisions do
It can be said that journalism will be made to find oneself in difficulty the Internet's
spreading, and changing in the environment that surrounds the society by digitalization
now. 
It is that it has been pointed out variously by a lot of journalist or researchers who are re-
lated to it that news media such as the newspapers and the televisions should reconsider
the business model or it cannot help reconsidering the change in such a social climate . 
Then, what does the young person who is said that it will not watch not reading the
newspaper or the television feel to journalism?
It has aimed to search for the beginning of the solution in this article though the role and
the problem that plays the society of journalism by analyzing the result of the  survey
concerning journalism that executes it to the student are clarified, and it doesn't know
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（ 7 ） 内田(2010)は新聞やテレビの従事する人々の多くが、経営的に厳しくなくなるのは社会にとって不利益
なことで問題であると主張するが、その議論は組織の存在を前提に話されており、なぜ存在意義があるの
か真剣に問うて来なかったことが問題であると指摘している。
（ 8 ） 出版の現状を分析した湯浅(2005)によると、実際に出版業界や新聞業界の危機感とは裏腹に、活字自体
はインターネットなどのインフラの整備により、増加傾向にあり、活字で考えると媒体が電子メディアに
変わり移行期だととらえる方が自然だという結論に至っている。
（ 9 ） 若者とメディア利用に関する研究が問題であると述べているわけではない点はつけくわえておく。あく
までも問題関心の中心にジャーナリズムということを据えているか否かという違いである。ただし、この
若者のメディア利用の結果が単純にジャーナリズムの危機として語られることには留意しなくてはならな
い。
（10） 栗原（2008）、広田（2004）、松野（2005a, 2005b）、などジャーナリズムと若者について調査を行ってい
るが、これらの先行研究もジャーナリズムの機能や役割、信頼、問題点などなど多岐にわたる調査は実施
していない。しかしながら、これらの研究は本研究またジャーナリズム研究に多くの示唆を与えてくれる
ものである。
（11 ） 日本大学新聞学研究所（2007）の「日本のジャーナリスト100人調査」も有意抽出法、質問紙による郵
送調査法をとっており、調査方法は変わらないため同じ質問であれば比較対象として問題ないと考えられ
る。また、この調査の有効回答数（N）は1011人である。詳しい調査概要については日本大学新聞学研究
所（2007、87頁）を参照のこと。
（12 ） マスメディア志望の学生が20.4％、その他の職業を志望している学生が18.8％という結果であった。そ
れ以外の質問項目もマスメディア志望の学生とそうでない学生とで統計的に有意な数値はでなかった。
（13 ）ハードニュース、ソフトニュースの分類については（萩原ら　2001）を参照のこと。
学生の意識調査からみるジャーナリズムの課題について［宮脇　健］
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